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規 則

北海道行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規則の一部を改正する規則をこ
こに公布する。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規則の一部を改正する規則
北海道行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規則（平成 年北海道規則第
号）の一部を次のように改正する。
別表第２北海道立林産試験場設備使用及び依頼試験等に関する規則（昭和 年北海道規則

第 号）の項の次に次のように加える。
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別表第２北海道動物の愛護及び管理に関する条例施行規則（平成 年北海道規則第

号）の項中「第 条第１項」を「第５条第１項」に改める。

附 則

この規則は、公布の日から施行する。

北海道営住宅条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。

平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ

北海道規則第 号

北海道営住宅条例施行規則の一部を改正する規則

北海道営住宅条例施行規則（平成９年北海道規則第 号）の一部を次のように改正する。

第３条第４号中「失い」の次に「、かつ」を加える。

第８条の２中第 号を第 号とし、第８号から第 号までを１号ずつ繰り下げ、第７号の

次に次の１号を加える。
現に扶養している 歳未満の子と現に同居し、又は同居しようとする男子でアからキ

までのいずれかに該当する者
ア 配偶者と死別し、又は離別した男子であって現に婚姻をしていないもの
イ 配偶者の生死が明らかでない男子
ウ 配偶者から遺棄されている男子
エ 配偶者が海外にあるため、その扶養を受けることができない男子
オ 配偶者が精神又は身体の障害により労働能力を失い、かつ、長期にわたって入院し
ている男子
カ 配偶者が法令により長期にわたって拘禁されているため、その扶養を受けることが
できない男子
キ 婚姻によらないで父となった男子であって、現に婚姻をしていないもの
別表第１の１の表道公営住宅の部千歳市の項中「 」を「 」に改め、同部函館市の項

中「 」を「 」に改め、同部小 市の項中「 」を「 」に改め、同部夕張
市の項中「 」を「 」に改め、同部旭川市の項中「 」を「 」に改め、同部網
走市の項中「 」を「 」に改め、同部室蘭市の項中「 」を「 」に改め、同部帯広
市の項中「 」を「 」に改め、同部芽室町の項を削り、同部幕別町の項中「 」を
「 」に改め、同部根室市の項中「 」を「 」に改め、同別表の２の表駐車場の部札
幌市の項中「 」を「 」に改め、同部千歳市の項中「 」を「 」に改め、同部

北海道立開拓記念館管理規則（昭和 年北海道規則第 号） 第 条第１項

北海道社会福祉士及び介護福祉士修学資金貸付条例施行規
則（平成５年北海道規則第 号）

第６条（第６号に係る部
分に限る。）
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北広島市の項中「 」を「 」に改め、同部函館市の項中「 」を「 」に改め、
同部小 市の項中「 」を「 」に改め、同部岩内町の項中「 」を「 」に改め、同部
美唄市の項中「 」を「 」に改め、同部 別市の項中「 」を「 」に改め、同部旭
川市の項中「 」を「 」に改め、同部留萌市の項中「 」を「 」に改め、同部網走
市の項中「 」を「 」に改め、同部伊達市の項中「 」を「 」に改め、同部帯広市
の項中「 」を「 」に改め、同部幕別町の項中「 」を「 」に改め、同部釧路市の
項中「 」を「 」に改め、同部根室市の項中「 」を「 」に改め、同表集会所の部
函館市の項中「 」を「 」に改め、同部帯広市の項中「５」を「６」に改める。

附 則

この規則は、公布の日から施行する。ただし、次の各号に掲げる改正規定は、当該各号に
定める日から施行する。

別表第１の１の表道公営住宅の部千歳市の項及び同別表の２の表駐車場の部千歳市の
項の改正規定 平成 年３月 日
別表第１の１の表道公営住宅の部室蘭市の項、帯広市の項及び芽室町の項の改正規定
平成 年３月 日
第８条の２の改正規定並びに別表第４の函館市の部及び帯広市の部の改正規定 平成
年４月１日

告 示

北海道告示第 号

畜伝染病予防法（昭和 年法律第 号）第５条第１項の規定により、次のとおり当該

鶏の所有者に対し、当該鶏について、高病原性鳥インフルエンザの予察のための検査を受け
ることを命ずる。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 実 施 の 目 的
高病原性鳥インフルエンザの発生予察のため

２ 実施する区域及び実施の期日
実施する区域 実 施 の 期 日

（当該期間において所轄 畜保健衛生所長の定める日）
北 海 道 一 円 平成 年４月１日から 月 日まで

３ 実施の対 となる 畜の種類及び範囲
実施の区域内で採卵の用に供する鶏で、 畜保健衛生所長が指定するもの

４ 実 施 の 方 法
検査は、所轄 畜保健衛生所長が指定する日時及び場所で 畜防疫員が行う。
検査は、血清抗体検査及びその他必要な検査による。

北海道告示第 号

畜伝染病予防法（昭和 年法律第 号）第５条第１項の規定により、次のとおり当該
牛の死体の所有者に対し、当該牛の死体について、牛の伝達性海綿状脳症の発生の状況を把
握するための検査を受けることを命ずる。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 実 施 の 目 的
牛の伝達性海綿状脳症の発生の状況を把握するため

２ 実施する区域の市町村名及び実施の期日
実施する区域 実 施 の 期 日

（当該期間において所轄 畜保健衛生所長の定める日）
北 海 道 一 円 平成 年４月１日から平成 年３月 日まで
（ただし、奥尻町、羽幌町の天売及び焼尻、利尻町、利尻富士町、礼文町の区域を除
く。）

３ 実施の対 となる 畜の死体の種類及び範囲
牛海綿状脳症対策特別措置法（平成 年法律第 号）第６条第１項に基づく届出の対
となる牛の死体。ただし、牛海綿状脳症対策特別措置法施行規則（平成 年農林水産省令
第 号）第４条第２号から第４号までに該当する場合を除く。
４ 実 施 の 方 法

別表第４函館市の部中
「

」
を旭森団地駐車場 円

「

」

に改め、同表帯広市の部中
旭森団地駐車場 円

船見町団地駐車場 円

「

」
を

「
大空団地駐車場

大空団地駐車場 円
柏林台中央団地駐車場

」

に改める。
円

円
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検査は、管轄 畜保健衛生所長が指定する施設で 畜防疫員が行う。ただし、施設へ
の搬入は、牛の死体の診断又は検案を受けた後、遅滞なく受付時間内にするものとする。
検査は、 畜伝染病予防法施行規則（昭和 年農林省令第 号）第９条に定める方法

による。

北海道告示第 号

畜伝染病予防法（昭和 年法律第 号）第５条第１項の規定により、次のとおり当該
牛の所有者に対し、当該牛について、牛のブルセラ病及びヨーネ病の予防のための検査を受
けることを命ずる。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 実 施 の 目 的
牛のブルセラ病及びヨーネ病の発生予防のため

２ 実施する区域の市町村名及び実施の期日
実施する区域の 実 施 の 期 日
市 町 村 名 （当該期間において所轄 畜保健衛生所長の定める日）
江 差 町 平成 年４月７日から６月 日まで
上 ノ 国 町 同
奥 尻 町 同
せ た な 町 同
島 牧 村 同 ４月１日から７月 日まで
寿 都 町 同
留 寿 都 村 同
積 丹 町 同
妹 背 牛 町 同 ４月１日から６月 日まで
深 川 市 同
天 塩 町 同 ４月７日から６月 日まで
初 山 別 村 同 ５月７日から６月 日まで
羽 幌 町 同
苫 前 町 同
壮 町 同 ４月１日から８月１日まで
白 老 町 同
安 平 町 同
登 別 市 同
室 蘭 市 同

日 高 町 同 ４月 日から７月 日まで
平 取 町 同
新 冠 町 同
浦 河 町 同
様 似 町 同
え り も 町 同
新 ひ だ か 町 同
釧 路 町 同 ４月１日から５月 日まで
厚 岸 町 同
浜 中 町 同
標 茶 町 同
弟 子 屈 町 同
鶴 居 村 同
白 糠 町 同
釧 路 市 同

３ 実施の対 となる 畜の種類及び範囲
実施する区域内で種付けの用に供する雄牛。ただし、牛のヨーネ病の予防のための検査
にあっては、 畜伝染病予防法に基づく当該疾病のまん延防止対策を講じている農場に飼
養されているものを除く。
４ 実 施 の 方 法

検査は、所轄 畜保健衛生所長が指定する日時及び場所で 畜防疫員が行う。
検査は、 畜伝染病予防法施行規則（昭和 年農林省令第 号）第９条に定める方法

による。

北海道告示第 号

畜伝染病予防法（昭和 年法律第 号）第５条第１項の規定により、次のとおり当該
牛の所有者に対し、当該牛について、牛の結核病の予防のための検査を受けることを命ずる。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 実 施 の 目 的

牛の結核病の発生予防のため
実施する区域の市町村名及び実施の期日
実施する区域の 実 施 の 期 日
市 町 村 名 （当該期間において所轄 畜保健衛生所長の定める日）
千 歳 市 平成 年４月 日から６月 日まで
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北 斗 市 平成 年４月 日から６月 日まで
長 万 部 町 同 ５月 日から８月 日まで
ニ セ コ 町 同 ４月１日から６月 日まで
共 和 町 同
岩 内 町 同
由 仁 町 同 ５月７日から８月１日まで
奈 井 江 町 同
新 十 津 川 町 同
愛 別 町 同 ４月７日から７月 日まで
上 川 町 同
名 寄 市 同
和 寒 町 同
剣 淵 町 同
中 川 町 同
中 頓 別 町 同 ４月１日から５月 日まで
枝 幸 町 同 ５月１日から６月 日まで
斜 里 町 同 ４月１日から６月 日まで
興 部 町 同 ４月 日から７月 日まで
網 走 市 同 ５月 日から８月８日まで
紋 別 市 同 ６月 日から９月 日まで
大 空 町 同 ４月７日から６月 日まで
伊 達 市 同 ４月１日から８月１日まで
新 ひ だ か 町 同 ４月 日から６月 日まで
芽 室 町 同 ４月１日から５月 日まで
更 別 村 同 ５月 日から７月 日まで
清 水 町 同 ５月 日から７月 日まで
大 樹 町 同 ６月 日から８月 日まで
新 得 町 同 ７月 日から 月３日まで
浦 幌 町 同
弟 子 屈 町 同 ４月７日から７月 日まで
鶴 居 村 同 ４月１日から７月４日まで
別 海 町 同 ４月１日から 月 日まで
実施の対 となる 畜の種類及び範囲
実施する区域内で搾乳の用に供する雌牛。ただし、生後 箇月未満のものを除く。
実 施 の 方 法

ア 検査は、所轄 畜保健衛生所長が指定する日時及び場所で 畜防疫員が行う。
イ 検査は、 畜伝染病予防法施行規則（昭和 年農林省令第 号）第９条に定める方
法による。

２ 実 施 の 目 的
牛の結核病の発生予防のため
実施する区域の市町村名及び実施の期日
実施する区域の 実 施 の 期 日
市 町 村 名 （当該期間において所轄 畜保健衛生所長の定める日）
北 斗 市 平成 年４月 日から６月 日まで
長 万 部 町 同 ５月 日から８月 日まで
江 差 町 同 ４月７日から６月 日まで
上 ノ 国 町 同
奥 尻 町 同
せ た な 町 同
妹 背 牛 町 同 ４月１日から６月 日まで
深 川 市 同
愛 別 町 同 ４月７日から７月 日まで
上 川 町 同
名 寄 市 同
和 寒 町 同
剣 淵 町 同
中 川 町 同
壮 町 同 ４月１日から８月１日まで
白 老 町 同
安 平 町 同
登 別 市 同
室 蘭 市 同
日 高 町 同 ４月 日から７月 日まで
平 取 町 同
新 冠 町 同
浦 河 町 同
様 似 町 同
え り も 町 同
新 ひ だ か 町 同
音 更 町 同 ４月１日から９月 日まで
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士 幌 町 平成 年４月１日から９月 日まで
上 士 幌 町 同
鹿 追 町 同
新 得 町 同
清 水 町 同
芽 室 町 同
中 札 内 村 同
更 別 村 同
大 樹 町 同
広 尾 町 同
幕 別 町 同
池 田 町 同
豊 頃 町 同
本 別 町 同
足 寄 町 同
陸 別 町 同
浦 幌 町 同
帯 広 市 同
釧 路 町 同 ４月１日から５月 日まで
厚 岸 町 同
浜 中 町 同
標 茶 町 同
弟 子 屈 町 同
鶴 居 村 同
白 糠 町 同
釧 路 市 同
実施の対 となる 畜の種類及び範囲
実施する区域内で種付けの用に供する雄牛
実 施 の 方 法
ア 検査は、所轄 畜保健衛生所長が指定する日時及び場所で 畜防疫員が行う。
イ 検査は、 畜伝染病予防法施行規則（昭和 年農林省令第 号）第９条に定める方
法による。

北海道告示第 号

畜伝染病予防法（昭和 年法律第 号）第５条第１項の規定により、次のとおり当該

牛の所有者に対し、当該牛について、牛のヨーネ病の予防のための検査を受けることを命ず
る。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 実 施 の 目 的
牛のヨーネ病の発生予防のため

２ 実施する区域の市町村名及び実施の期日
実施する区域の 実 施 の 期 日
市 町 村 名 （当該期間において所轄 畜保健衛生所長の定める日）
由 仁 町 平成 年５月７日から８月１日まで
新 十 津 川 町 同
秩 父 別 町 同
天 塩 町 同 ４月７日から６月 日まで
初 山 別 村 同 ５月７日から６月 日まで
羽 幌 町 同
苫 前 町 同
本 別 町 同 ４月１日から５月 日まで
清 水 町 同 ４月 日から６月 日まで
中 札 内 村 同
上 士 幌 町 同 ５月７日から７月４日まで

３ 実施の対 となる 畜の種類及び範囲
実施する区域内で繁殖の用に供する肉用雌牛。ただし、 畜伝染病予防法に基づく牛の

ヨーネ病のまん延防止対策を講じている農場に飼養されているもの及び生後 箇月未満の
ものを除く。
４ 実 施 の 方 法

検査は、所轄 畜保健衛生所長が指定する日時及び場所で 畜防疫員が行う。
検査は、 畜伝染病予防法施行規則（昭和 年農林省令第 号）第９条に定める方法

による。

北海道告示第 号

畜伝染病予防法（昭和 年法律第 号）第５条第１項の規定により、次のとおり当該
馬の所有者に対し、当該馬について、馬伝染性貧血の予防のための検査を受けることを命ず
る。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
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１ 実 施 の 目 的
馬伝染性貧血の発生予防のため
実施する区域の市町村名及び実施の期日
実施する区域の 実 施 の 期 日
市 町 村 名 （当該期間において所轄 畜保健衛生所長の定める日）
北 広 島 市 平成 年４月７日から５月９日まで
松 前 町 同 ５月 日から７月 日まで
知 内 町 同
木 古 内 町 同
江 差 町 同 ４月７日から６月 日まで
上 ノ 国 町 同
厚 沢 部 町 同
乙 部 町 同
今 金 町 同
奥 尻 町 同
黒 松 内 町 同 ５月１日から６月 日まで
ニ セ コ 町 同
真 狩 村 同
京 極 町 同
共 和 町 同
赤 井 川 村 同
長 沼 町 同 ４月７日から８月１日まで
岩 見 沢 市 同
美 唄 市 同
新 十 津 川 町 同
滝 川 市 同
雨 竜 町 同
深 川 市 同
下 川 町 同 ６月２日から８月 日まで
美 深 町 同
音 威 子 府 村 同
中 川 町 同
稚 内 市 同
猿 払 村 同
浜 頓 別 町 同

中 頓 別 町 同
枝 幸 町 同
豊 富 町 同
礼 文 町 同
美 幌 町 同 ６月 日から９月４日まで
佐 呂 間 町 同 ６月 日から８月 日まで
遠 軽 町 同 ６月 日から８月 日まで
雄 武 町 同 ６月 日から９月３日まで
日 高 町 同 ４月１日から８月 日まで
平 取 町 同
新 冠 町 同
浦 河 町 同
様 似 町 同
え り も 町 同
新 ひ だ か 町 同
釧 路 町 同 ６月２日から８月１日まで
厚 岸 町 同
浜 中 町 同
標 茶 町 同
弟 子 屈 町 同
鶴 居 村 同
白 糠 町 同
釧 路 市 同
実施の対 となる 畜の種類及び範囲
実施する区域内で種付けの用に供し、又は供する目的で飼育している雄馬。ただし、
生後 日未満のものを除く。
実 施 の 方 法
ア 検査は、所轄 畜保健衛生所長が指定する日時及び場所で 畜防疫員が行う。
イ 検査は、 畜伝染病予防法施行規則（昭和 年農林省令第 号）第９条に定める方
法による。

２ 実 施 の 目 的
馬伝染性貧血の発生予防のため
実施する区域の市町村名及び実施の期日
実施する区域の 実 施 の 期 日
市 町 村 名 （当該期間において所轄 畜保健衛生所長の定める日）
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北 広 島 市 平成 年４月７日から５月９日まで
新 篠 津 村 同
松 前 町 同 ５月 日から７月 日まで
知 内 町 同
木 古 内 町 同
島 牧 村 同 ５月１日から６月 日まで
寿 都 町 同
黒 松 内 町 同
仁 木 町 同
夕 張 市 同 ４月７日から８月１日まで
奈 井 江 町 同
幌 加 内 町 同
下 川 町 同 ６月２日から８月 日まで
美 深 町 同
音 威 子 府 村 同
中 川 町 同
稚 内 市 同
猿 払 村 同
浜 頓 別 町 同
中 頓 別 町 同
枝 幸 町 同
豊 富 町 同
礼 文 町 同
美 幌 町 同 ６月 日から９月４日まで
佐 呂 間 町 同 ６月 日から８月 日まで
遠 軽 町 同 ６月 日から８月 日まで
雄 武 町 同 ６月 日から９月３日まで
厚 岸 町 同 ６月２日から８月１日まで
浜 中 町 同
釧 路 市 同
根 室 市 同 ５月１日から 月 日まで
別 海 町 同
中 標 津 町 同
標 津 町 同
実施の対 となる 畜の種類及び範囲

実施する区域内で飼育している馬。ただし、生後 日未満のもの、種付けの用に供
し、又は供する目的で飼育している雄馬、 畜伝染病予防法第 条第１項の届出をして
いるもの及び 畜防疫員が疾病その他の事由により検査を受けることが困難と認めたも
のを除く。
実施の方法
ア 検査は、所轄 畜保健衛生所長が指定する日時及び場所で 畜防疫員が行う。
イ 検査は、 畜伝染病予防法施行規則（昭和 年農林省令第 号）第９条に定める方
法による。

北海道告示第 号

畜伝染病予防法（昭和 年法律第 号）第５条第１項の規定により、次のとおり当該
鶏の所有者に対し、当該鶏について、 きんサルモネラ感染症（ひな白痢に限る。）の予防
のための検査を受けることを命ずる。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 実 施 の 目 的

きんサルモネラ感染症（ひな白痢に限る。）の発生予防のため
２ 実施する区域の市町村名及び実施の期日
実施する区域の 実 施 の 期 日
市 町 村 名 （当該期間において所轄 畜保健衛生所長の定める日）
岩 見 沢 市 平成 年４月７日から８月 日まで
由 仁 町 同
北 見 市 同 ４月１日から９月 日まで

３ 実施の対 となる 畜の種類及び範囲
実施の区域内で飼育する種鶏、種鶏候補鶏及びこれらと同一鶏舎に飼育する鶏

４ 実 施 の 方 法
検査は、所轄 畜保健衛生所長が指定する日時及び場所で 畜防疫員が行う。
検査は、全血を用いるひな白痢急速凝集反応法による。

北海道告示第 号

土地改良法（昭和 年法律第 号）第 条第 項の規定により、鵡川土地改良区から、
次のとおり役員の就任及び退任の届出があった。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
就退任の別 就退任年月日 理事・監事の別 氏 名 住 所
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就 任 平成 理 事 明 村 一 勇払郡むかわ町生田 番地
同 同 同 新 沼 芳 隆 同 田浦 番地
同 同 同 近 藤 晴 夫 同 福住１丁目 番地２
同 同 同 水 野 俊 範 同 二宮 番地
同 同 同 遠 藤 一 三 同 米原 番地６
同 同 同 池 田 和 男 同 米原 番地
同 同 同 田 代 英 孝 同 穂別安住 番地
同 同 同 石 崎 護 同 穂別 番地４
同 同 同 橋 本 幸 雄 同 穂別和泉 番地７
同 同 同 上 杉 俊 光 同 穂別稲里 番地
同 同 同 森 宣 彦 同 穂別仁和 番地
同 同 監 事 玉 幸 吉 同 米原 番地
同 同 同 森 本 豊 同 穂別和泉 番地３
退 任 同 理 事 滝 本 章 同 宮戸 番地１
同 同 同 小 林 繁 同 穂別稲里 番地５
同 同 同 明 村 一 同 生田 番地
同 同 同 新 沼 芳 隆 同 田浦 番地
同 同 同 五十嵐 秀 夫 同 穂別豊田 番地
同 同 同 池 田 和 男 同 米原 番地
同 同 同 清 川 正 同 穂別 番地
同 同 同 水 野 俊 範 同 二宮 番地
同 同 同 橋 本 幸 雄 同 穂別和泉 番地７
同 同 同 近 藤 晴 夫 同 福住１丁目 番地２
同 同 同 上 杉 俊 光 同 穂別稲里 番地
同 同 同 星 正 臣 同 穂別仁和 番地
同 同 同 石 崎 護 同 穂別 番地４
同 同 同 森 宣 彦 同 穂別仁和 番地
同 同 同 田 代 英 孝 同 穂別安住 番地
同 同 監 事 玉 幸 吉 同 米原 番地
同 同 同 藤 江 政 利 同 穂別稲里 番地３
同 同 同 松 浦 富 夫 同 豊城 番地２
同 同 同 森 本 豊 同 穂別和泉 番地３

北海道告示第 号

土地改良法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、道営土地改良（富岡地

区中山間地域総合整備（農業用用排水施設、区画整理、客土、暗きょ排水））事業の土地改
良事業計画を定めた。
その関係書類は、北海道後志支庁に備え置いて、平成 年３月 日から 日間、一般の縦

覧に供する。
なお、この計画については、同条第６項の規定に基づき、縦覧期間満了の日の翌日から起
算して 日以内に北海道知事に異議申立てをすることができる。
また、同条第７項の規定による決定に不服がある者は、同条第 項の規定に基づき、北海

道を被告として、決定があったことを知った日の翌日から起算して６月以内に当該決定の取
消しの訴えを提起することができる。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ

北海道告示第 号

土地改良法（昭和 年法律第 号）第 条の２第９項の規定により、新十津川町日進地
区の換地処分をした。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２第２項の規定により、次のように保安林の指
定を解除する予定である。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 解除予定保安林の所在場所 幌泉郡えりも町字目黒 の１（次の図に示す部分に

限る。）
２ 保安林として指定された目的 土砂の崩壊の防備
３ 解 除 の 理 由 道路用地とするため
（「次の図」は、省略し、その図面を北海道日高支庁産業振興部林務課及びえりも町役場
に備え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

道路法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変
更し、同条第２項の規定により道路の供用を開始する。
その関係図面は、北海道建設部土木局道路課及び次の縦覧場所に備え置いて、告示の日か
ら２週間、一般の縦覧に供する。
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平成 年３月 日
北海道知事 高 橋 はるみ

１ 道路の種類 道道
２ 道路の路線名、縦覧場所及び区域

路線名及び縦覧場所 区 間 変更前後の別 敷地の幅員 延 長 国道等との重複区間
奥 尻 島 線 奥尻郡奥尻町字奥尻 番地先から 前 から ――北海道函館土木現業所 奥尻郡奥尻町字奥尻 番地先まで まで

後 から ――まで
北 見 端 野 美 幌 線 網走郡美幌町字豊岡 番８地先から 前 から ――北海道網走土木現業所 網走郡美幌町字豊岡 番１地先まで まで

後 から ――まで
知 床 公 園 線 斜里郡斜里町大字遠音別村字岩宇別 前 から ――北海道網走土木現業所 番１地先から斜里郡斜里町大字遠 まで

音別村字岩宇別 番１地先まで
後 から ――まで

北海道告示第 号

道路法（昭和 年法律第 号）第 条第２項の規定により、次の道路の供用を開始する。
その関係図面は、北海道建設部土木局道路課及び北海道旭川土木現業所に備え置いて、告

示の日から２週間、一般の縦覧に供する。
平成 年３月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の期日
道道 吹上上富良野線 空知郡上富良野町 番 地先から 平成

空知郡上富良野町 番 地先まで

道 警 察 本 部 告 示

北海道警察本部告示第 号

交番その他の派出所及び駐在所の名称、位置及び所管区（昭和 年北海道警察本部告示第
号）の一部を次のように改正し、平成 年３月 日から施行する。
平成 年３月 日

北海道警察本部長 橋 清 孝
別表札幌方面手稲警察署の項中

「

」

手稲山口
同 手稲区
手稲山口 番
地

同 手稲区 ５条１丁目から５丁目
まで、 ６条及び ７条の１丁目から
３丁目まで、 ８条から 条までの
１丁目及び２丁目並びに手稲山口

を
「

」

手稲山口
同 手稲区
明日風１丁目
１番６号

同 手稲区 ５条１丁目から５丁目
まで、 ６条及び ７条の１丁目から
３丁目まで、 ８条から 条までの
１丁目及び２丁目、明日風１丁目から
６丁目まで並びに手稲山口

に改め、同表函館方面函館中央警察署の項中
「

」

を

「

」

に、七飯南
同 七飯町
字大川 番
号

七飯南
亀田郡七飯町
大川６丁目
番１号

「

」

七 飯
同
字本町 番
地５

同 鳴川１丁目から３丁目ま
で、字本町、字 町、字鶴野、字飯田
町及び字鳴川町

を
「

」

七 飯
同
字本町 番
地５

同 鳴川１丁目から５丁目ま
で、本町１丁目から４丁目まで、字本
町、字 町、字鶴野、字飯田町及び字
鳴川町

に改め、同表旭川方面旭川中央警察署の項中
「

春 光
同 春光６
区１条４丁目
番地９

同 春光３条６丁目から９丁目ま
で、春光４条から春光７条までの５丁
目から９丁目まで、春光６区１条から
春光６区４条までの１丁目から６丁目
まで、花咲町４丁目から７丁目まで、
末広１条から末広８条までの１丁目か
ら３丁目まで、末広東１条から末広東
３条までの１丁目から３丁目まで並び
に字近文の一部（道道旭川幌加内線以
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に改める。

北海道警察本部告示第 号

交番その他の派出所及び駐在所の名称、位置及び所管区（昭和 年北海道警察本部告示第
号）の一部を次のように改正し、平成 年４月１日から施行する。
平成 年３月 日

北海道警察本部長 橋 清 孝
別表釧路方面釧路警察署の項中

に改める。

毎 週 火 ・ 金 曜 日 発 行 （購読料金（送料とも）は月額 円） 発 行 北 海 道
編 集 総務部人事局法制文書課
印 刷 富 士 プ リ ン ト 株 式 会 社

「

」

春 光
同 春光６
区１条４丁目
番地９

同 春光１条９丁目、春光２条８丁
目及び９丁目、春光３条６丁目から９
丁目まで、春光４条から春光７条まで
の５丁目から９丁目まで、春光６区１
条及び春光６区２条の１丁目から５丁
目まで、春光６区３条及び春光６区４
条の１丁目から３丁目まで、花咲町４
丁目から７丁目まで、末広１条から末
広８条までの１丁目から３丁目まで、
末広東１条から末広東３条までの１丁
目から３丁目まで並びに字近文の一部
（道道旭川幌加内線以東）

東）
」

を

「

」

城 山
同 城山１
丁目 番３
号

同 城山、鶴ヶ岳及び住吉の１丁目
及び２丁目、 ヶ岡１丁目、大川町、
千歳町、材木町の一部（１番から 番
まで）並びに春湖台

「

」

城 山
同 城山１
丁目 番３
号

同 城山、鶴ヶ岳及び住吉の１丁目
及び２丁目、 ヶ岡１丁目、２丁目、
４丁目及び６丁目、貝 １丁目から４
丁目まで、大川町、千歳町、材木町並
びに春湖台

を

に、

「

」

同 武 佐 同 武佐４
丁目 番２号 釧路市武佐１丁目から５丁目まで

同 東 釧 路 同 材木町
番 号

同 貝 １丁目から４丁目まで、
ヶ岡２丁目、 ヶ岡４丁目、 ヶ岡６
丁目、材木町の一部（ 番から 番ま
で）

を
「

」
同 武 佐 同 武佐４

丁目 番２号 釧路市武佐１丁目から５丁目まで


